
 

 

単収 200kg 以上、2 等級以上を目指して 

主要病害虫の適期防除をしましょう！  
 

１ 病害虫防除体系と防除のポイント 

（１）防除体系 

○紫斑病、マメシンクイガを重点的に防除しましょう（表）。 

○ほ場によって播種期が異なる場合は、  

ほ場ごとに開花期を確認して適期に 

薬剤防除を実施しましょう。 

 

表 主要病害虫の防除適期 

  対象病害虫 紫斑病 マメシンクイガ 

開花期 

防除時期 

開花期４週間後頃 ８月下旬～９月上旬頃 

７月 25 日 ８月 22 日頃 ８月 28 日頃 

８ 月 ３ 日 ８月 31 日頃 ８月 31 日頃 

防除 

計画 

散布時期 月  日頃 月 日 ～ 月 日 月 日 ～ 月 日 

薬剤名       

 

（２）防除のポイント 

ア 紫斑病 

○薬剤防除は開花期４週間後散布が最も防除効果が高いため、開花期を把握し、

適期に散布する。 

○莢に薬剤が付着するように丁寧に散布する。 

 

イ マメシンクイガ 

○連作及びその隣接ほ場では、多発生しやすい。 

○雑草が繁茂しているほ場では、薬剤散布前に除草する。 

○粉剤、液剤は莢によく付着するように散布する。 

   

＜開花期とは＞ 

１花以上開花した株がほ場全体

の４割以上に達した日 

自分の防除計画をメモしましょう！ 

令和７年７月 28 日 

十日町農業普及指導センター 

紫斑病 マメシンクイガによる食害 



ウ フタスジヒメハムシ 

○前年に食害が多かったほ場では、成虫発生初期～盛期（高温年のため８月中

旬）に薬剤を散布する。 

 

  エ ハダニ類、アブラムシ類 

   ○発生動向に注意し、発生を確認したら速やかに薬剤散布を行う。 

 

  

 

 

２ 雑草対策 

○株間に雑草が多く繁茂している場合は、発生した雑草に効果のある除草剤を散布し

ましょう。 

○収穫時に雑草が残っていると汚損粒の原因となるため、大型の雑草は結実前に除去

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【汚損粒の原因となりやすい大型雑草】 

農薬は、必ず最新の登録内容を確認してから使用してください 

【問合せ先】十日町農業普及指導センター作物担当  

電話 ０２５－７５７－５５１６ 

フタスジヒメハムシの成虫（左）、食害（右） 

イヌタデ アカザ アメリカセンダングサ 

ハダニによる黄化 


